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USD/JPY WEEKLY 2017-2020

30本 29本35本 22本⽬

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。
2020年7⽉31⽇に104.15辺りまで下降してきた。
これは、2019年8⽉25⽇の起点割れとなる。
まだ、22本⽬なので、
8⽉にもう1段階下降してもおかしくはないと⾔えそう。

41本

8⽉第1週は、週ボラが117 pips。
雇⽤統計後の跳ね上がりで上下にヒゲの⻑い
チャートを⽰した。

⽶国の雇⽤統計での結果では
予想よりも強い結果となりドル⾼に転じた。

しかし、サイクル的には底を狙っていくのではないか︖



EUR/JPY WEEKLY 2017-2020

36本36本 14本⽬

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

EUR/JPYでは、前サイクルの最⾼値を更新しているので
波が上昇へと転じてきている。
最安値である114.4辺りから年⾜と考えるサイクルに変化があっ
たかもしれない。

現在の状況は
EUR ＞ GBP ＞ USD ＝ JPY

と⾔えるかも︖︖

32本



USD/JPY DAILY 20190826-20200807
⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。
⽉末31⽇に欧州時間から急上昇となったが、
⼤きな⽬線は下と考えられる。

106.2までの上昇となり、
雇⽤統計後のチャートも106.06辺りで
⽌められた印象がある。

⽇⾜のミッドバンドからの跳ね返りとなり、
サイクルを閉じてくるのではないか︖

44本 43本 34本⽬

8⽉の⽇⾜チャートは、
2018年を⽬安にすると⾯⽩いかもしれない。

35本49本 47本



USD/JPY DAILY 20180801-20180831

2018年7⽉31⽇には上昇で120 pips動いていた。
そして、8⽉1⽇からは、⻑いヒゲとともに下降トレンドとなった。

今⽉の注意点としては、PPPローンの影響が考えられる。
Paycheck protection programと⾔われる。
DJIが26000ドルを維持できているのは、これが原因ではない
かとも⾔われている。

結果、⽶ドルは、価値の劣化とも考えられる。
あくまでもファンダメンタルな内容となる。



USD/JPY MONTHLY 2008-2020
⽉⾜の⼤きな流れは下降トレンドと⾒ることができる。
2020年3⽉の動きが派⼿であったため、
上下に⻑いヒゲを作成しているチャートとなっている。

20本 28本28本 26本 51本⽬

⽉⾜で確認すると、下降トレンドが形成されているように⾒える。
3⽉の101.19で閉じたように⾒えるが、
実は延⻑しているように感じる。

7⽉末で106.2で、8⽉初で106.1で押さえられている。

⽉⾜はいつ、閉じるのか︖
⽶国⼤統領選挙前で閉じて、新たなサイクルと形成していくのか︖
ちょうど4年前と同じ状況かもしれない。



USD/JPY 4H 202006-202008

8⽉10⽇⽉曜⽇は、東京市場のお休みとなる。
どのような動きになるかは微妙だ。

下⽬線でチャートを確認したい。

104本 79本

4時間⾜では、そろそろセンターゾーンに差し掛かってきた。
ここからは、売り・ショートエントリーを狙いたい。

⾼値的には、106.1となるので損切りラインをしっかりと決め
てトレードを⾏うことが優先されるだろう。

88本

35本⽬



USD/JPY DAILY VOLATILITY このボラでは⼤きく勝つのは難しい。



どるえん まとめ 20200808現在
• シナリオは2つ （上昇と下降）
•上昇と考える要素
• ⽇⾜のミッドバンドまでが限界と考えている。
• 11⽇⽕曜⽇がゴトー⽇となるので、どこまで上昇するかがポイント。

•下降と考える要素
• 4時間⾜は、そろそろセンターゾーンとなり、サイクルを閉じてくる。
• 売り・ショートエントリーのタイミングが重要だろう。
• ⽇⾜のミッドバンドを超えてきたら、新しいシナリオを考えたい。
• EUR/JPYが異常に新しいサイクル形成となっているので、影響される可能性も否定でき
ない。


